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こ
と
は
難
し
い
。
そ
の
結
果
、
技
術
は
朽
ち
て
、
失
わ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
原
子
力
分
野
で
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｏ
の
臨

界
事
故
が
発
生
し
た
直
後
に
事
故
対
応
用
ロ
ボ
ッ
ト
が

開
発
さ
れ
た
が
、
使
用
し
な
か
っ
た
た
め
に
失
わ
れ
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
無
人
化
施
工
技

術
の
場
合
、
国
交
省
は
、
そ
れ
が
重
要
で
あ
る
と
の
判

断
で
、
技
術
を
維
持
す
る
た
め
に
戦
略
的
に
無
人
化
施

工
で
工
事
を
行
い
続
け
た
。
雲
仙
の
工
事
現
場
の
フ
ィ

ー
ル
ド
で
、
無
人
化
施
工
機
械
を
継
続
的
に
活
用
し
、

様
々
な
新
技
術
の
試
験
的
適
用
、
実
証
の
場
と
し
な
が

ら
工
事
を
行
っ
て
き
た
。
雲
仙
で
使
い
続
け
ら
れ
、
最

新
の
実
用
的
な
技
術
と
機
器
が
維
持
で
き
た
お
か
げ
で
、

福
島
原
発
事
故
の
際
に
も
迅
速
に
配
備
し
、
活
用
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、
国
交
省
は
影

の
功
労
者
で
あ
る
。

　

た
だ
、
そ
の
無
人
化
施
工
技
術
も
、
大
き
な
岐
路
に

立
た
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
雲
仙
の
工
事
も
最
終
段
階
に
差

し
掛
か
っ
て
き
て
お
り
、
工
事
終
了
後
、
無
人
化
施
工

機
械
技
術
を
ど
の
よ
う
に
維
持
、
発
展
さ
せ
て
い
く
か

が
最
大
の
課
題
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
雲
仙
は
、
無
人
化

施
工
の
実
証
試
験
フ
ィ
ー
ル
ド
と
い
う
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
き
た
が
、
次
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
早
急
に
模
索
、

設
置
す
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
、
も
し
何
ら
か
の
災
害

が
発
生
す
れ
ば
、
そ
こ
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
が
、
放
射
線
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た

地
域
の
除
染
な
ど
も
一
つ
の
具
体
的
な
フ
ィ
ー
ル
ド
候

施
工
機
械
は
、
外
国
製
の
ロ
ボ
ッ
ト
よ
り
先
に
活
用
さ

れ
て
い
た
。
ま
た
、
ロ
ボ
ッ
ト
が
迅
速
に
投
入
で
き
な

か
っ
た
原
因
は
、
む
し
ろ
実
用
化
や
運
用
の
仕
組
み
が

な
か
っ
た
こ
と
に
拠
る
部
分
が
大
き
い
の
で
、
単
に
そ

の
責
任
を
ロ
ボ
ッ
ト
科
学
者
に
押
し
付
け
る
の
は
拙
速

だ
。

　

無
人
化
施
工
機
械
は
、
プ
ラ
ン
ト
の
建
屋
周
辺
に
存

在
す
る
高
線
量
の
瓦
礫
の
除
去
を
行
う
た
め
に
、
平
成

二
十
三
年
四
月
六
日
か
ら
導
入
さ
れ
、
見
事
そ
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
達
成
し
た
。
無
人
化
施
工
機
械
は
、
現
在
で

も
、
水
素
爆
発
を
起
こ
し
た
三
号
機
建
屋
の
オ
ペ
レ
ー

無
人
化
施
工
技
術

補
で
あ
る
。

　

産
業
競
争
力
懇
談
会（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｎ
）で
は
、
二
〇
一
一

年
度
お
よ
び
二
〇
一
二
年
度
に
災
害
対
応
ロ
ボ
ッ
ト
と

そ
の
運
用
の
あ
り
方
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施

し
た
。
そ
こ
で
は
、
今
後
、
災
害
対
応
ロ
ボ
ッ
ト
に
必

要
と
な
る
研
究
開
発
、
開
発
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
や
機
器
の

運
用
の
あ
り
方
（
平
時
の
際
の
活
用
）、
有
事
の
現
場
へ

の
配
備
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
、
提
言
が

出
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
運
用
・
配
備
に
つ
い
て
は
、
防

災
ロ
ボ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
実
証
試
験
、
オ
ペ

レ
ー
タ
訓
練
、
機
能
評
価
・
認
証
（
防
爆
性
、
耐
放
性
、

耐
久
性
、
安
全
性
な
ど
）、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
情
報
の
集
積

化
・
一
元
的
管
理
・
提
供
、
緊
急
時
対
応
（
災
害
時
の

配
備
）
な
ど
の
機
能
を
持
た
せ
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
を
受
け
、
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｎ
で
は
、
二
〇
一
三
年

度
も
災
害
対
応
ロ
ボ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
構
想
と
い
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
セ
ン
タ
ー
設

置
の
た
め
の
具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て
検
討
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
実
証
試
験
や
オ
ペ
レ
ー
タ
の

訓
練
を
行
う
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
や
モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の

設
置
が
一
つ
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
雲
仙
の
例
か
ら

も
わ
か
る
よ
う
に
、
平
時
に
お
い
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
や
遠

隔
操
作
機
器
を
用
い
な
が
ら
工
事
を
行
う
現
場
を
テ
ス

ト
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
こ
と
が
一
つ
の
有
効
な
解
で
あ

防
災
ロ
ボ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
構
想

シ
ョ
ン
フ
ロ
ア
（
最
上
階
）
の
瓦
礫
の
除
去
な
ど
、
高

線
量
下
の
環
境
で
の
作
業
に
用
い
ら
れ
、
廃
炉
に
向
け

て
の
作
業
に
有
効
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

多
く
の
日
本
製
の
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
が
ス
ム
ー
ズ
に
現

場
で
活
用
で
き
な
か
っ
た
中
で
、
な
ぜ
無
人
化
施
工
機

械
の
迅
速
な
導
入
が
可
能
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
実
は
、

無
人
化
施
工
技
術
は
、
一
九
九
一
年
に
雲
仙
普
賢
岳
が

爆
発
し
て
以
来
、
現
在
に
い
た
る
ま
で
、
そ
の
工
事
の

た
め
に
、
技
術
開
発
・
運
用
が
行
わ
れ
続
け
て
い
た
。

こ
れ
こ
そ
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
な
の
で
あ
る
。

　

技
術
は
「
生
も
の
」
で
あ
る
。
一
度
は
存
在
し
た
技

術
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
な
け
れ

ば
、
技
術
の
み
な
ら
ず
、
技
術
者
ま
で
も
、
維
持
す
る

る
。
ロ
ボ
ッ
ト
や
遠
隔
操
作
機
器
の
活
用
は
、
危
険
作

業
や
人
が
行
う
こ
と
が
困
難
・
不
可
能
な
作
業
を
行
う

た
め
だ
け
で
な
い
。
人
が
行
う
場
合
に
必
要
で
あ
っ
た

足
場
の
構
築
、
養
生
な
ど
が
不
必
要
に
な
る
こ
と
で
、

効
率
化
、
コ
ス
ト
軽
減
、
工
程
の
短
縮
を
図
れ
る
可
能

性
も
秘
め
て
い
る
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｎ
の
提
言
の
実
現
に
は
、
様
々
な
省
庁
連
携

が
必
須
で
あ
る
。
研
究
開
発
で
は
、
文
科
省
、
経
産
省
、

総
合
科
学
技
術
会
議
な
ど
の
連
携
、
防
災
ロ
ボ
ッ
ト
セ

ン
タ
ー
の
設
置
で
は
、
内
閣
府
、
国
交
省
、
消
防
庁
、
防

衛
省
・
自
衛
隊
、
警
察
庁
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
、
産

総
研
、
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ
な
ど
の
連
携
が
必
須
で
あ
る
。
活
用

頻
度
の
低
い
災
害
対
応
と
い
う
用
途
の
み
な
ら
ず
、
社

会
イ
ン
フ
ラ
や
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
な
ど
の
設
備
の
点
検
・

保
守
な
ど
の
用
途
と
の
併
用
も
考
え
る
必
要
も
あ
る
。

　

今
後
、
国
土
強
靭
化
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
、

安
全
・
安
心
を
実
現
す
る
上
で
、
災
害
対
応
ロ
ボ
ッ
ト

の
運
用
・
社
会
実
装
を
な
ん
と
し
て
で
も
、
推
進
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
様
々
な

制
約
条
件
に
捉
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
よ
り
大
き
な
視
点

で
あ
る
べ
き
姿
を
描
き
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
、
様
々

な
セ
ク
タ
ー
が
協
力
し
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
問
題
解
決
を

図
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

災
害
へ
の
備
え
と
し
て
の

ロ
ボ
ッ
ト
の
社
会
実
装

　

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
、
東
日
本
大
震
災
お
よ

び
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
が
発
生
し

た
際
に
は
、
様
々
な
場
面
で
ロ
ボ
ッ
ト
の
投
入
が
求
め

ら
れ
た
。
原
発
事
故
現
場
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
二
〇
種

類
を
超
え
る
ロ
ボ
ッ
ト
や
遠
隔
操
作
機
器
が
導
入
さ
れ
、

緊
急
対
応
や
廃
炉
対
策
に
対
し
て
多
大
な
貢
献
を
果
た

し
て
い
る
。
し
か
し
、
原
発
事
故
直
後
、
メ
デ
ィ
ア
は
、

日
本
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
迅
速
に
投
入
さ
れ
な
か
っ
た
と
報

道
し
、
ロ
ボ
ッ
ト
科
学
者
に
責
任
が
あ
る
と
批
判
し
た
。

　

こ
の
批
判
は
、
い
く
つ
か
の
点
で
必
ず
し
も
正
し
い

と
は
言
え
な
い
。
ま
ず
、
そ
も
そ
も
日
本
製
の
無
人
化

災
害
対
応
と
ロ
ボ
ッ
ト 災

害
対
応
の
た
め
の

ロ
ボ
ッ
ト
技
術
と
今
後
の
展
開
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